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MAZDA 41V リペアプロセス
ブロック塗装

全体をクロマックス® クリーニング剤でクリーニング。
研磨パッドで足付け研磨。
（状態によりＰ２８０ーＰ４００でサンディング）

エアーブロー等でサンディングダストを取り除き
クロマックス® クリーニング剤でクリーニング。
エアーブロー・タッククロスで清掃。

脱脂・クリーニング：
クロマックス クリーニング剤

クロマックス® サフェーサー類をパネル全体に塗装。

中塗り塗装：
クロマックス® サフェーサー類

乾燥
２０－３０分/６０－６５℃

（注意）
金属素地露出箇所があれば、クロマックス®サフェー
サー類塗装前に防錆プライマー処理を行う事。
補修箇所は必ずバリューシェード®システムを使用。

MAZDA 41V  補修塗装工程
センタリ® ６０００/６００ベースコート ブロック塗装
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ガイドコートを使用し機械研磨、または水研ぎ研磨。
クロマックス®クリーニング剤でクリーニング後、エ
アーブロー・タックロスで清掃。

Ｐ５００ Ｐ１０００－Ｐ１２００

ベースコート塗装：クロマックス® センタリ® ６０００，
センタリ® ６００ベースコート

ＴＤＳに従いベースコートを塗装し、完全に艶が引く
までフラッシュさせる。

MAZDA 41V リペアプロセス
ブロック塗装

MAZDA 41V  補修塗装工程
センタリ® ６０００/６００ベースコート ブロック塗装

センタリ® ベースコート Mazda 41V

ベースコートシンナー希釈

：センタリ® ６００/８０％

：センタリ®６０００/４０－５０％

コート間フラッシュタイム： ５分/１８－２２℃

最終フラッシュタイム： １０－１５分/１８－２２℃
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カラークリヤー塗装：
ＡＭ原色調合済みカラークリヤー

カラークリヤーをクリヤーのＴＤＳに従い塗装。

MAZDA 41V リペアプロセス
ブロック塗装

クリヤーウェットオンウェット塗装（オプション）：

カラークリヤーを十分にフラッシュさせた後、クリヤ
ーをミディアムウェットコートでパネル全体に塗装。
（通常よりも膜厚が厚くなる為、フラッシュオフ時間
・乾燥時間共、長めに取る事。）

フラッシュタイム：
クリヤーのＴＤＳに従い、フラッシュさせる。

カラークリヤー乾燥：
クリヤーのＴＤＳに従い乾燥。

クリヤー塗装：

カラークリヤー乾燥後、Ｐ１０００で中研ぎ研磨を行
い、クリヤーを塗装し乾燥。

MAZDA 41V  補修塗装工程
センタリ® ６０００/６００ベースコート ブロック塗装
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MAZDA 41V
補修塗装工程
センタリ® ６０００/６００ベースコート
ボカシ塗装
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MAZDA 41V リペアプロセス
ボカシ塗装

補修箇所：
プライマー／フィラー塗装後、乾燥。
サンディングを行いクリーニング。

隣接ボカシ箇所パネル：
足付け研磨後、クリーニング。

ベースコートのオーバーミストを避ける為、隣接ボカシ箇所
のパネルをマスキング。

MAZDA 41V  補修塗装工程
センタリ® ６０００/６００ベースコート ボカシ塗装
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MAZDA 41V リペアプロセス
ボカシ塗装

ベースコート塗装：クロマックス® センタリ® ６０００，
センタリ® ６００ベースコート

ＴＤＳに従い補修パネルが隠蔽するまでベースコー
トを塗装。

MAZDA 41V  補修塗装工程
センタリ® ６０００/６００ベースコート ボカシ塗装

センタリ® ベースコート Mazda 41V

ベースコートシンナー希釈

：センタリ® ６００/８０％

：センタリ®６０００/４０－５０％

＊１ランク遅いシンナーを使用

コート間フラッシュタイム： ５分/１８－２２℃

最終フラッシュタイム： １０－１５分/１８－２２℃
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MAZDA 41V リペアプロセス
ボカシ塗装

ベースコートボカシ塗装

① 隣接パネルのマスキングをはがし、マスキングテー
プ跡の脱脂、タッククロスで清掃。

② 隣接パネルのボカシ周辺にミッドコート1～2回ミディ
アムウエット塗装。

③ ミッドコートを完全に艶が引くまでフラッシュさせた
後、ボカシ塗装。ボカシ部分を目立ちにくくする為、
隣接ボカシ箇所は角度をつけて塗装。

④ 最終フラッシュオフ後、タッククロスでパネル全体の
スプレーミストを注意深く除去。

最終フラッシュオフ時間： 艶が完全に引くまで

MAZDA 41V  補修塗装工程
センタリ® ６０００/６００ベースコート ボカシ塗装
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MAZDA 41V リペアプロセス
ボカシ塗装

カラークリヤー塗装 （１コート目）：

調合したカラークリヤーをカラーベース塗装部分よ
り広めに塗装。

トリガーは常に握った状態で弧を描くようにボカシ
塗装。

ベースコートのボカシ部分

カラークリヤー （１コート目）

MAZDA 41V  補修塗装工程
センタリ® ６０００/６００ベースコート ボカシ塗装
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MAZDA 41V リペアプロセス
ボカシ塗装

クリヤー塗装 （１コート目）：

カラークリヤー塗装後、直ちにボカシパネルの未
塗装箇所外側よりカラークリヤーボカシ箇所まで
クリヤーを塗装。

（ポイント）カラークリヤーのボカシ箇所をクリヤー
にて均一に馴染ませ肌を平滑にする。

（注意）カラークリヤーで使用したクリヤーと同じ
クリヤーを使用。

使用したクリヤーのＴＤＳに従いフラッシュさせる。

フラッシュタイム：

MAZDA 41V  補修塗装工程
センタリ® ６０００/６００ベースコート ボカシ塗装
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MAZDA 41V リペアプロセス
ボカシ塗装

カラークリヤー塗装 （２コート目）：

カラークリヤー１コート目塗装部分より内側に
２コート目のカラークリヤーを塗装。

トリガーは常に握った状態で弧を描くようにボカシ
塗装。

（ポイント）最初に塗装したベースコート塗装範囲
まででカラークリヤーを塗装する事。最初に塗装し
たベースコート上は、カラークリヤーが２回塗装さ
れた状態。

カラークリヤー（１コート目）塗装部分

カラークリヤー（２コート目）塗装部分
＊最初に塗装したベースコートの塗装範囲迄

MAZDA 41V  補修塗装工程
センタリ® ６０００/６００ベースコート ボカシ塗装
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MAZDA 41V リペアプロセス
ボカシ塗装

クリヤー塗装 （２コート目）

カラークリヤー塗装後、直ちにボカシパネル外側より
カラークリヤーボカシ箇所までクリヤーを塗装。

（ポイント）カラークリヤーのボカシ箇所をクリヤーに
て均一に馴染ませ肌を平滑にする。

使用したクリヤーのＴＤＳに従いフラッシュさせる。

フラッシュタイム：

乾燥：
クリヤーのＴＤＳに従い乾燥。

クリヤー塗装

乾燥後、Ｐ１０００で中研ぎ研磨を行い、クリ
ヤーをパネル全体に塗装し乾燥。

MAZDA 41V  補修塗装工程
センタリ® ６０００/６００ベースコート ボカシ塗装
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MAZDA 41V リペアプロセス
ボカシ塗装（クリヤー塗装：オプション）

カラークリヤー２コート目塗装部分

クリヤー塗装：オプション

（注意）オプションのクリヤー塗装を行った場合、
通常よりも膜厚が厚くなる為、フラッシュタイム・
乾燥時間共に長く取る事。

カラークリヤー塗装（２コート目）までは同じ手順。

カラークリヤー２コート目塗装後、直ちにＡＫ３５０を
ボカシ箇所に軽く塗装を行いミストを馴染ませる。

十分なフラッシュを取った後、クリヤーをミディアムウ
ェットコートでパネル全体に塗装。

フラッシュタイム・乾燥：

MAZDA 41V  補修塗装工程
センタリ® ６０００/６００ベースコート ボカシ塗装
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